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　昭和 26 年に創刊した「考古学論攷」は、今回で数えて 41 冊目の刊行となりました。橿原考

古学研究所は、本年９月 13 日に創立 80 周年をむかえます。戦前・戦後の混乱期には、論攷を

発刊することができませんでした。第１冊を刊行した後も、中断していた時期がありました。ちょ

うど 80 周年の歴史からみると 40 年間は刊行できなかったことになります。

　しかし、昭和 50 年代に入ってからは、ほぼ毎年度１冊の刊行を継続しております。研究所所

員の常日頃の研究成果の発表の場として、永く継続していく所存です。

　今回は中堅所員３名の論文をもって、１冊といたしました。掲載した論文は、各執筆者が長ら

く取り組んでいるテーマあるいは新規に開拓したテーマを成文化したものであります。諸賢のご

指導・ご叱正をたまわりたいと思います。

　本年の 80 周年を機に、従前の研究所の良いところをさらに伸ばし、不十分であったところは、

これを機会に充実していきたいと思います。
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